あしたまた 教室で
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不良Ａ

不良Ｂ

　追いかける「大人」

教室。帰りのホームルーム。教壇に立つ大人の蒲田。

席では生徒達が帰り支度を終え、だらりと座っている。

後ろの方の席でふざけている男子・辰野と隣の席の女子・双葉。

双葉の後ろの席に座るうつむき気味の女子・塩尻。

少し離れた席に座り「豆単」をめくっている女子・中郷。

双葉は時おり振り向いては、塩尻に話しかけている。

塩尻はためらいがちな笑顔でうなずく程度。中郷はホームルームを無視して勉強。

辰野はアトマイザー（小型の霧吹き）をもてあそんでいる。

蒲田　　　えー、さっき配ったプリントはちゃんと保護者に渡して、来週月曜日までに提出する事。ちゃんと持って帰れよ。

　　　　　　　ざわざわと騒々しい教室。

　　　　　　　見回し、イライラする蒲田。

蒲田　　　わかりましたか。…わかったかっ！

生徒達　　…はあーい。

蒲田　　　　そうだ、署名の欄には、お前達の名前だぞ、親の名前書くんじゃないぞ。わかりましたか。

生徒達　　はあーい。

　　　　　　少し静かになっている教室。

　　　　　　しかしまだ雑談の止まらない辰野と双葉。

　　　　　　蒲田、二人の席に近づく。塩尻、双葉をつつく。

　　　　　　さっとアトマイザーを隠す辰野。

蒲田　　　辰野！双葉！またお前らか、いい加減にしろ！先生が何て言ったのか答えてみろ。

辰野　　　月曜日にプリントきっちり提出しまーす。

双葉　　　生徒の名前書くんでしょ？ちゃんと聞いてましたけどー？ねー、塩尻さん。

松本　　　う、うん･･･。

蒲田　　　聞いてたのはわかった。みんなの迷惑だから喋るな。

　　　　　　　辰野・双葉、生徒達にくるりと向いてポーズ。

２人　　　ぎょめんね。

　　　　　　　「ぎょめんって…」などと、くすくす笑い出す生徒達。

　　　　　　　　再び教壇に戻る蒲田。

蒲田　　　はい静かに。次に正面玄関の掃除当番の交代について…（以下口パク）

双葉　　　（塩尻に）そうそう、明日返すからさあ、５時間目にやった数学のノート、貸してくんない？全然ノート取ってないんだ。だって、（蒲田を指して）あいつの授業だよ、聞いてらんないじゃん。

塩尻　　　えっ･･･、また？

双葉　　　いいよね、塩尻さん優しいもん、あ、使う？ダメなの？

塩尻　　　う、ううん、いいよ、双葉さん。

双葉　　　ほんと？塩尻さんの近くの席でよかった、ありがとね。（辰野に）ね、ね、もっぺん見せてよ。

辰野　　　これ？でも、何入ってんだろう、水かな。

双葉　　　いつも妙な研究してる化学部の連中が作ってたものでしょ、水な訳ないって。

　　　　　（と開けようとする）

辰野　　　そこじゃないよ、開けるとこ。これ、きれいに密閉されてる。

双葉　　　（開かない）･･･本当だね。じゃあ、オブジェ？どっかに飾るの？

辰野　　　そんなんじゃないよ絶対。だって、理科室のぞくと、いつもこそこそ怪しいっつーか。顧問まで一緒になって。

双葉　　　顧問の小黒川？あぶなー。でもこれ、よく勝手に持ち出せたね。

辰野　　　理科室の教壇の引き出しの中だったよ。意外と無防備でさ。

双葉　　　なくなったのバレたら大騒ぎになるんじゃない？小黒川怒るよ？

辰野　　　あの年寄り？コラお前達、あのネ人の物を取ったら、悪いのョ分かる？

　　　　　（と、小黒川の真似。以後登場の小黒川と癖を一致させてください。）

双葉　　　やだもうウケるー、ヤバイよ似過ぎだって！ 

中郷　　　（豆単から目を離さずに）ねえ二人とも、遊ぶのは勝手だけど、静かに遊んでくれない？

双葉　　　ごめんごめん、中郷さん。

辰野　　　ぎょめんね。

　　　生徒達、感染するようにくすくす笑いだす。

　　　蒲田、辰野の所へ。慌てて静かになる教室。

　　　

辰野が持っているアトマイザーを取り上げる蒲田。

　　　その手をつかみ上げる辰野。引き戻そうと力を込め、抵抗。

　　　蒲田、思わず反対の手が辰野に振り上がる。

　　　

辰野　　　あれっ。殴っちゃう？へえー、殴るんスかあ、どうぞ。

双葉　　　あー！蒲田先生が体罰しようとしてまーす！

辰野　　　違いまーす、バンザイでーす、ね、蒲田先生。

　　　　　　　　　どっと笑う生徒達。無視している中郷。

　　　　　　　　　塩尻に完全に振り向いて、笑っている双葉。塩尻も微笑む。

　　　　　　　　　蒲田、辰野の手を振り解いてアトマイザーを没収。

　　　　　　　　　と、入ってくる女教師・松原。

松原　　静かにしなさい！静かに！

　

　　　　　　　しんとなる教室。

松原　　蒲田先生、

蒲田　　すみません松原先生、もう終わる所ですから。はい注目！今日のホームルームはこれで終わりです、寄り道などしないよう、まっすぐ帰ること。起立、礼、解散！机だけ寄せてってくれ。辰野、双葉、お前らは残って掃除だ。塩尻、お前も最近良くないな、残れ。

塩尻　　…は、はい。

　　　　　　　　　けだるそうに立っている辰野と双葉。塩尻は隅でじっとしている。

生徒達、松原を気にして急いで机をすみに寄せて去る。

　　　　　　　　　

双葉　　　（外して）げー、松原だ、相変わらずケバーい。

松原　　　双葉さん。

双葉　　　はい、何でしょう松原先生。

松原　　　あなた、くちびる色付いてない？

双葉　　　私透明人間じゃないんで色くらい付いてます。それに先生ほど赤くないです。

松原　　　ティッシュ持ってるでしょ、落としなさい、今すぐ。

双葉　　　（無言でティッシュを出し、ふくふり）

松原　　　蒲田先生、いくら帰りのホームルームとは言え、もう少し静かになりませんか？

蒲田　　　（ムッとして）大変ご迷惑おかけしました。実は生徒がおもちゃを持ち込んでいましてね。

松原　　　これ、アトマイザー…香水入れじゃないの。（と双葉を見る）

双葉　　　何で私な訳？カンベンしてよね。

蒲田　　　塩尻か？おまえいつからそんな。

塩尻　　　･･･えっ。私、（首を振る）

辰野　　　…あの、それ、最後には返してくれるんでしょ？

蒲田　　　バカ言うな。これは、没収だ。…ん？何だ？今、ビリっと。

　　　　　　　　　　蒲田、アトマイザーを調べる。開かなかった外ぶたが開く。

　　　　　　　　　　思わず「あっ」と声をあげる辰野。しかし松原ににらまれて口を押さえる。

　　　　　　　　　　中味を自分の手に吹き付ける蒲田。

　　　　　　　　　　においをかぐ。

蒲田　　　　…ん？何だ、においがしない。水か？

松原　　　　（自分の手首に吹き付けて）化粧水じゃないかしら。とにかく、もう二度とこんな物持ち込まないように徹底的に指導して頂かないと。このクラスはただでさえ英語の成績が悪いんですから。

双葉　　　　アトマイザーと英語の成績って、関係あるんですかー。

松原　　　　あります。（くるりと蒲田に）では、失礼いたします。

　　　　　　　　　　　松原出て行く。

辰野　　　　あー肩こった。

双葉　　　　松原ってさ、彼氏いないからあんなカリカリしてんだよ。

蒲田　　　　いいかお前達。とにかくこんな物は二度と家から持って来ないように。

（とポケットにしまう）

辰野　　　　最初から学校にあったの持ってきただけなんスけど。

蒲田　　　　またそうやってお前は。大体お前達がいるせいで先生はいつも、

　　　　　　　　　　　蒲田、急に咳き込みはじめ、吐き気をもよおす。

蒲田　　　　･･････すぐ戻ってくる、帰るなよ。

　　　　　　　　　　　蒲田、口を抑えて教室から出て行く。

塩尻　　　･･･先生。

双葉　　　あれ大丈夫？昼に変なもの食べたかな。

辰野　　　いいだろ、蒲田の奴、威張りやがって。俺らがいるせいで何だって？

双葉　　　色々言われるんじゃない？職員室でさあ。なーんかカラ回ってんだよね、あいつに何言われても全然きかないって。

辰野　　　たいがい逆ギレで怒鳴ってんだもん、うぜえっての。

双葉　　　本当だよ、塩尻さんまで。いい迷惑よね？

塩尻　　　･･･あはは、困ったね。

双葉　　　ねえ、あのアトマイザー、どうする？戻ってこないよ。

辰野　　　いいよ、俺のじゃないし。あー、つまんねえなあ、もう。

双葉　　　しっ、足音。来たよ、蒲田。

　　　　　　　　　三人、それなりにおとなしく座り直す。

　　　　　　　　　と、一人の少年が入って来る。

少年　　　さっきは失礼。すこし体調が良くないらしいが大丈夫だ。二人とも風邪には十分に気を付けるように。

双葉　　　ちょっと。

少年　　　何だ。

辰野　　　何してんの、誰。

少年　　　先生に向かってその口の利き方は何だ。

三人　　　先生？

　　　　　　　と、少女の悲鳴が聞こえる。

　　　　　　　飛び込んでくる少女。

少女　　　どうしちゃったの、私、私、（と頭を抱える）

少年　　　落ち着きなさい、どうしたんだ。（と肩に手を置く）見慣れない生徒だな。それより制服は、

少女　　　（顔をあげ少年を見る）きゃあああ！

少年　　　いや、先生は別にそんなつもりで触ったんじゃ、

少女　　　蒲田先生！

少年　　　何だ？

少女　　　松原です。私、英語の松原です！

生徒達　　ええーっ！！

少年　　　馬鹿な事を、からかうのも、

少女　　　気付いてないんですか、ご自分の姿に！

少年　　　え、姿って？（と、服のそであたりを見ている）

　　　　　　　　　双葉、ポケットから手鏡を出し、少年に向ける。

　　　　　　　　　少年、鏡をのぞき込み、三秒経過。

少年　　　ギャアアーッ！！（パニックを起して外へ）

少女　　　いやあーっ、置いてかないで、蒲田先生っ！（追って外へ）

辰野　　　ど、どういうこと？

双葉　　　わかんないけど、あの二人って、･･･うそっ！

辰野　　　どうする。

塩尻　　　どうしよう。

辰野　　　とりあえず。

双葉　　　うん。

　　　　　　　　辰野、双葉、二人を追って消える。慌てて付いていく塩尻。

　　　　　　　　と、現れる二人組・藤野と石川。

　　　　　　　　そして袖から顔だけ出している二人・御坂と白根。

　　　　　　　　顔を見わせ、にんまり。

四人　　きしししししっ。

藤野　　（携帯を出して）もしもし、首尾は上々です。

石川　　（携帯に向けて）面白くなってきました。

藤野　　それでは、作戦続行しまーす。よっしゃ、隠れろー！（と隠れる）

　　　　　　　　しばしの時間経過。

　　　　　　　　少年・蒲田、少女・松原、入ってくる。

　　　　　　　　その後ろに続く辰野と双葉、塩尻。

蒲田　　　理解不能だ。全くの理解不能だ。

松原　　　何てことよ、信じられない。

双葉　　　いいから、すわって。さっきよりは落ち着いたね。

辰野　　　原因は、･･･やっぱ、アレか。

双葉　　　辰野が理科室から持ってきたアトマイザー。

辰野　　　それしか考えられない。あれを使ったのは先生達だけだ。だから二人は若返った。

蒲田　　　さっきの霧吹きか。どうすればもとに戻るんだ。

辰野　　　しらない。

蒲田　　　しらない？

辰野　　　うん。それにしてもさあ、面白かったよな、さっきの先生達の慌て様ったらさあ。（吹き出す）

双葉　　　ほんと、パニクッた人間って変な動きするよね。（と笑う）

松原　　　私たちどうなるの。明日からどうすればいいのよ。

双葉　　　どっか空いてるクラスないかな。あ、うちのクラスには来ないでね。

塩尻　　　双葉さん。

蒲田　　　お前達が。お前達がこんないたずらを。どうしてくれるんだ、ええ？

辰野　　　待てよ、勝手に没収して使ったのはそっちだろう。何で俺らのせいになるんだよ。

松原　　　どっちなの？どっちがこんな事思いついたの。言いなさい。そうよ、こんなばかげた事は無い。もしかして、幻覚？まさかあなた達、幻覚が見える様な薬物を手に入れたんじゃ、そんな、うちの生徒が、

双葉　　　いい加減にしてよ、そんなもの持ってないわよ。自分で分かるでしょ、本当に若返っちゃったって。

松原　　　･･････そうね、これは幻覚じゃない。（はっとして）だったらなおさら困るじゃない、

　　　　　これじゃ家にも帰れないわ、何てひどいことをするの！計画的なもの、それとも、

　

双葉　　　違うって言ってるじゃないの！私たち、先生に何もしてないでしょう！どういうつもりよ、さっきから話も聞かずに一方的に決め付けて。いつだってそうだよ。

松原　　　そうさせたのはあなた達でしょう、先生と向き合う気なんて初めからない、あなた達の普段のそういう態度が。

双葉　　　嫌な言い方されりゃそうなっちゃうよ。だってあんたって、いつも私を見ただけで、

蒲田　　　あんただと？先生に向かってその口の聞き方は何だ！わきまえなさい！

辰野　　　センセー？あんたたちが？

蒲田　　　辰野、その反抗的な態度は、

辰野　　　その姿のどこがどう先生だって？あ？

蒲田　　　き、きさま。

辰野　　　はい、真横に立ってみちゃいました。うっわー、弱そう。先生って俺らの頃、弱かったでしょ。見ただけでわかっちゃう。

蒲田　　　･･････な、なんだ。

辰野　　　考えてみりゃあさあ、先生って肩書きがあるだけでどうしてあんな威張る訳？

双葉　　　そうよねー、消しゴム拾ってもらって、後ろの子にお礼言っただけで静かにしろなんだもん。

　　　　　

松原　　　あの時の事言ってるの？その前からずっと、しゃべっていたじゃない。

双葉　　　じゃあその時に言ってよ。話の中身を聞いてないくせに、どうして無駄話って分かるの。顔が笑ってたから？お礼って、笑って言うものじゃないの？

松原　　　･･･屁理屈言わないで。

　　　　　　　　辰野、双葉、蒲田と松原をじりじりと追い詰める。

　　　　　　　　オロオロ見ている塩尻。

双葉　　　おんなじ年かな。にらまれてもどうって事ない。今までバカみたいじゃない。

辰野　　　とくに、蒲田くん。

蒲田　　　･･･お互い誤解があるみたいだ。きちんと話し合おう。

辰野　　　人の話を聞けない奴と話し合いなんて無理でーす。

蒲田　　　いつも話を聞かないのはお前じゃないか、

　　　　　　　　辰野、蒲田の胸倉をつかむ。塩尻が小さな悲鳴をあげる。

蒲田　　　すみません、声小さくて。もう一度お願いします。

蒲田　　　は、離しなさい、苦しい。教師に何て事を。今離せば無かった事にしてやる。忘れてやるって言ってるんだ辰野！

辰野　　　あっ。ダメだ、まじムカついた。

蒲田　　　苦しい、やめてくれ。

双葉　　　ちょっと、よしたら。やめようよ。

辰野　　　だってこいつ、ビビッてるくせに、全然自分の立場分かってないんだもん。（と手を振りかざす）どれがいい、グー？チョキ？パー？

蒲田　　　（泣きそうになって）はなしてくれよお！おねがいだよお！

双葉　　　辰野。

辰野　　　こういう泣き入ったの、ムカつくんだよ。（あらためてつかみ直す）

松原　　　やめなさい！

辰野　　　は。

松原　　　･･･やめなさい辰野君。手を離してあげて。

辰野　　　なんで。

松原　　　ムカついた位で相手を叩くような男は器が小さいから。

辰野　　　･･････。

松原　　　いい？先生として言ってるんじゃないの。ただ個人的にそういう男って、どうなのかなって思っただけ。あなたは？

　　　　　　　辰野、蒲田を離す。

　　　　　　　蒲田、辰野から遠のいて隅にしゃがんでしまう。

辰野　　　別に好かれたくて離した訳じゃないから。

　　　　　　　　　気まずい間。

　　　　　　　　　そこへ困った風にきょろきょろしながら入ってくる生徒・中郷。

　　　　　　　　　しばらく何か探しているが、ようやく五人に気付く。

中郷　　　･･･あっ。（大急ぎで憮然とした表情を作る）

双葉　　　中郷さん？

中郷　　　べ、別に。探し物があったんだけど…落としたかもしれなくて。

双葉　　　何落としたの？

中郷　　　いいの大した物じゃないから。（先生たちに気付く）だれ。どこの子。

辰野　　　先生だよ。

中郷　　　（顔をしかめて首をかしげる）バカじゃない？なにそれ。

辰野　　　バカはねえだろバカは。

双葉　　　確かにバカみたいな状況になってるけどね･･･。

中郷　　　は。

松原　　　･･･あなたの言う通りよ。私は自分の状況を理解するべきね。私たちはあなたくらいの年齢になってしまった。次はいつ、何が起こるの。

辰野　　　･･･わかんないよ、何にも。だって、あの中味がなんなのか、こうなって初めて分かった位なんだから。

松原　　　そうね。（双葉に）さっきは取り乱して言いすぎたわ。ごめんなさい。

双葉　　　えっ、えっ、べつに。（困る）

松原　　　辰野君。アトマイザーは理科室から無断で取ってきたって本当？･･･注意したいんじゃないの、知りたいだけ。

辰野　　　科学部の連中が最近ずっと妙な液体混ぜて何か作ってるからさ。いつかパクってやろうと思って、顧問とか、慌てたら笑えるし、（気付く）･･･や、あのさ。

松原　　　いいの。どこにあったの。

双葉　　　教壇の引き出しだって。ねえ。

辰野　　　それまでは探しても分からなかったのに、今日はすぐ出てきた。これで隠してるつもり？っていうくらいに。

松原　　　（はっとして）隠してない！

辰野　　　え。

松原　　　完成したからそこに置いたのよ。誰かが持っていくのを待ってた。ああ、もうっ！なんて事、とうとう私たちが！最悪だわっ！（と頭をかきむしる）

双葉　　　どういうこと。

松原　　　科学部顧問・小黒川先生。

双葉　　　小黒川？

松原　　　理事長とは血縁関係にあるの。だからここでは部活に名を借りて実験でも何でも好きにできる。しばらくなりを潜めていたのに、また。

辰野　　　またって。

松原　　　あのひと、いたずら好きで、作った薬はだれかに試さずにいられないのよ。以前は体育教師が授業中に赤ちゃん言葉になって治らなくなった。聞けば小黒川先生から栄養剤もらったって。

辰野　　　あの有名な「マッチョ赤ちゃんでちゅよ事件」！

双葉　　　じゃあ、まさか音楽の飯田が急に音痴になった時のも？

辰野　　　「中居君よりヘタクソ事件」？

松原　　　そうよ。小黒川先生にうがい薬もらったって。

双葉　　　とっくに犯人ばれてるじゃないの。

辰野　　　なんでいたずらって分かってるのに薬受け取るんだよ。

松原　　　バックに理事長がいる先生よ。断ったらまずいでしょ。だから他の先生は警戒して小黒川先生から逃げ回っていたの。あのひと、実験できなくて、そろそろつまらなくなって来たんだわ。

双葉　　　分かった！だから今度は、理科室をのぞきき見してた辰野を利用して、先生を。

　　　　　　　　藤野・石川・御坂・白根の科学部の四人、明るく飛び込んでくる。

科学部　　ピポピポピポーン！大正解！

辰野　　　あ、お前ら。

藤野・御坂　　どおーもどうもどうもどうも。（と松原を取り囲んで大げさな握手。）

石川・白根　　どおーもどうもどうもどうも。（と隅っこの蒲田を取り囲んで大げさな握手。）

双葉　　　誰よ。

藤野　　　どおもー、藤野でえーす！

石川　　　石川でえーす！

御坂　　　御坂でえーす！

白根　　　白根でえーす！

科学部　　四人合わせて、科学部特殊研究部員でーす！

辰野　　　科学部特殊研究部員？

藤野　　　よりすぐりの科学部員四名で結成。

石川　　　教科書には無い楽しい科学。

御坂　　　失敗は成功の母。

白根　　　目指すは特許で食べていく。　

科学部　　これで人生バラ色だあー！（とポーズ）

双葉　　　それ練習してるの。

科学部　　うんっ！

辰野　　　おい、どういうつもりだ、先生達どうすんだよ。こんなんなっちまって。

藤野　　　小黒川先生からの伝言です。せーの、

科学部　　やーいやーいコドモコドモー！

六人　　　･･････。

藤野　　　小黒川先生が、遊びにおいでって。おうちに行こうゲームの開始だよって。

辰野　　　え。

松原　　　おうち？小黒川先生の？

石川　　　（ポケットからアトマイザーを出す）ジャン！奪還しました。

松原　　　あ。（と蒲田を見る）

藤野　　　生徒が開けない様にふたには電子ロックが掛けられていたのです。解除ワードは、「没収」これ言わないと、開きません。

石川　　　やんちゃな生徒が薬をパクる。教室でみせびらかす。先生ブチキレ。

御坂　　　先生、キーワードを言っちゃう。「没収」！で、ふたが開きました。見事見事。

白根　　　もっとも生徒が開けても未成年には効き目ないけど。

藤野　　　元に戻る薬は小黒川先生の所にありまーす。欲しかったらがんばって取りにきなさーい。無事取りにきたなら、ゴールでーす。

科学部　　　せーの。では、これにてドロン。（と鼻をつまむ）

　　　　　　　藤野、抑汗剤そっくりのスプレーを撒く。

　　　　　　　きょろきょろする辰野達。

　　　　　　　と、真っ暗になる。

辰野の声　あれっ？

藤野の声　今のは吸い込むと十秒くらい目が見えなくなるスプレーでーす。

石川の声　あと五秒！バッハハーイ！

辰野の声　何だって！どこ行くんだコラー！

双葉の声　明かりどこよ、明かり！

　　　　　　　明るくなる。

　　　　　　　時間経過。それぞれさっきとは違う場所にいる。

　　　　　　　松原の手にはバッグ。

中郷は帰りそびれて腕を組んだまま、シビアな態度のまま奥で立っている。

中郷　　　なるほど。だいたい事の経過は理解できたわ。とんでもない状況ね。

松原　　　･･････一杯食わされたって言うか。何がゲームよ、ただのひどいいたずらじゃない。

双葉　　　そのバッグの中身はカラ？貴重品も？

松原　　　ご丁寧に借用書が入ってたわ。私たち一文無し。

双葉　　　小黒川ん所まで、歩くと遠いの？

松原　　　あの子達きっとタクシーに乗ったわ。車で一時間の距離なの。でも私達、車通勤じゃないから･･･。

辰野　　　金が無いんじゃ、歩くしかないか。

松原　　　辰野君、お金持ってないの。後で返すから。

辰野　　　こづかい持ってくるの校則で禁止だろ。先生の癖に何言って（にらまれる）･･･千円あります。これだけだよ、今月ピンチなの。

双葉　　　六等分して、ひとり･･･ああ、割り切れない。

塩尻　　　あの？

双葉　　　一緒に行くでしょ？

松原　　　二等分ひとり五百円よ。あなた達は帰りなさい、もう日が暮れるわ。

双葉　　　でもさあ。

松原　　　大人が仕掛けてきたゲームなんだから大人が返すわよ。今までありがとう、ここからは私たちで何とかする。

双葉　　　一緒に行きたいのよ。だって、明日会うときは先生もう大人なんでしょ。

松原　　　双葉さん。

辰野　　　それにさあ、実は俺らも学生カバン取られちゃった。

松原　　　ええっ？

双葉　　　だから、行くしかないんだ。

　　　　　　　　　双葉、すみでじっと顔をそむけている蒲田に近づく。

双葉　　　ねえちょっと、どうするの？皆は一緒に行くけど。辰野に脅されたからって情けないなあ。しょうがないじゃん、あんた弱いんだから。

蒲田　　　･･････。

双葉　　　いいんだよ、私なら。ヒマだし、夜更かしになっても明日学校で寝てるし、なんて、冗談冗談。

蒲田　　　･･････。

双葉　　　ちょっと？あんた震えてるの？

蒲田　　　･･･教師を･･･、

双葉　　　は、なに？

蒲田　　　･･･おまえら教師なめてんだろ。

双葉　　　え？

蒲田　　　授業で寝てる？そうだよな、先生の授業いつもそうしてるもんな。こっちは残業も早朝勤務も当たり前で、テストの採点と教材集めで休日返上だ。生徒が悪さすれば、先生が頭下げるんだ。成績下がれば先生が責められる。お前がゴメンで済ませて家でゲームやってる時、先生が何してると思ってるんだ！

松原　　　蒲田先生。

蒲田　　　それとも笑ってるのか、さっき先生が辰野におびえた事、笑ってるのか。

双葉　　　笑ってなんか、

蒲田　　　嘘だ！お前みたいな髪をいじって化粧する女子はすぐバカにするんだ。どうせ後ろの席で他の女子と一緒に笑い物にするんだろう。

双葉　　　なによ、心配してやってるのに。

蒲田　　　心配そうに話しかけて、その後みんなに言いふらすじゃないか！信用できない、クラスでいつもふざけてる女子たちなんて信用できない。

辰野　　　おいおい蒲田先生さあ、

蒲田　　　お前だってそうだ！恩を売っといて後で何かさせたいんだな！

辰野　　　あっ。てめ。

蒲田　　　どうしていつも僕なんだよ！

辰野　　　えっ。

鎌田　　　また万引きさせるのか！プロレス技かけるのか！タバコ吸わせたり酒飲ませたりするのか！それとも僕の教科書を燃やすのか！そうだ！お前みたいなイキがってる奴はみんなそうなんだ！僕は嫌だって言った、なのに、みんな、僕を･･･、

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　すっかり中学生に戻って泣いている蒲田に居たたまれない面々。

　　　　　　　　　　

辰野　　　俺、そいつらじゃないよ･･････。

中郷　　　（シビアに）折角大人になったのに、そんなにつらいなら、どうして学校に戻ってきたの？

蒲田　　　大人になっても変わらない。あいつらや僕みたいなのは、同じ事になるんだ。だから、学校で、教育で流れを変えなきゃって･･･僕はその為にずっと戦った、戦ってきたんだ！

双葉　　　･･･じゃあどうして先生の授業はつまらないの･･･届かない。

蒲田　　　･･･双葉、僕だって最初は。

双葉　　　百人聞かなかったからってやめないで。私は百一人目なんだよ。

　　　　　　　間。　塩尻、重い口を開く。

塩尻　　　･･･双葉さん･･･、だったらつまんなくても聞いて。授業聞いて。おねがい。私、ノート書くので精一杯なの。･･･聞きたくても聞こえないの、授業が。その、･･･しゃべり声で。

双葉　　　･･･塩尻さん？だって一緒に、

塩尻　　　言えなかったの。･･･ごめん。

双葉　　　･･･そっか、嫌だったんだ。ごめん。気付かなかった。

塩尻　　　あの、ごめんね、、私なんかとしゃべってくれてたのに、その、

双葉　　　･･････ちがうよ。いいの。謝っちゃやだからね。

塩尻　　　双葉さん。

辰野　　　俺にもいじってる奴がいて。かまってやってたつもりだった。だって何やっても笑ってるし･･･だから、いっぺん、考えるよ。塩尻も辰野先生も、その時言えなかった、だから。

蒲田　　　辰野･･･。

辰野　　　蒲田先生、戦わないでくれよ。俺達、敵じゃないんだ。

蒲田　　　･･･おまえが、そんな事を、

辰野　　　（困って）ああもう、行くんだろ、蒲田、ビッとしろよ、大人だろ。俺がついて行ってやるからさあ。

蒲田　　　辰野･･･、

辰野　　　いいからさあもう。はいはい、行きますよー。

　　　　　　　　　蒲田、辰野に押されるように去る。

松原　　　保護者には私からうまい事言っておくわ。

双葉　　　はい。（とティッシュを出す）

松原　　　え。

双葉　　　口紅。その色、濃すぎて似合ってない。大人のときもそう。薄いのが似合うと思う。

松原　　　戦ってたからケバかったのよ。（拭きながら去る）

中郷　　　（ぼそっと）自覚あったんだ。化粧ケバいって。

双葉　　　さ、私たちも行こうか。あっ、･･･塩尻さん、もし嫌なら、

塩尻　　　行きたい、みんなで。これは本当だよ。

双葉　　　うん。

中郷　　　私帰っていい？

双葉　　　中郷さん。

中郷　　　大変そうなのは分かるけど。行かなくていいよね、教室は私が閉めておくから。

双葉　　　何か落し物を探してるんだっけ？

中郷　　　（焦って）それはもういいの。行って。置いていかれるよ。

双葉　　　そ、そう？じゃあ、行ってくるね。行こう塩尻さん。（と塩尻の手をつかんで走る）

　　　　　　　　　双葉と塩尻も去る。

　　　　　　　　　中郷、誰もいないのを確認し、大急ぎで床や壁にへばりつき、何かを探している。

　　　　　　　　　しかし見つからない。がっくりうなだれる中郷。

　　　　　　　　　と、駆け込んでくる双葉。中郷、思わず直立不動になる。

中郷　　　い、今帰るところだからっ！

双葉　　　もしかしてと思って。･･今階段の踊り場に落ちてたよ。中郷さんが探していたのって、これ？

　　　　　　　　双葉、アイドルのグッズを差し出す。

　　　　　　　　反射的に奪い取って背を向ける中郷。

　　　　　　　　（なお、中郷が秘密で好きなお題目はバンドでもアニメでも何でもかまいません。

　　　　　　　　その場合、この下りのセリフもそれに合わせて変えることになります）

双葉　　　へえ、中郷さんって、ジャニーズとか、そういうの好きだったんだあ、意外ー。全然興味なさそうに見えるもん。

中郷　　　悪かったわね。笑えるでしょ。

双葉　　　何が？山Ｐか。私もわりと好き。

中郷　　　え。

双葉　　　でも、どっちかっていうと亮ちゃんか内君なんだよなあ。たまにはそういう話もしようよ。あ、行かなくっちゃ、じゃあね。（と走っていく）

　　　　　　　　ぽかんとして見送る中郷。拾ってもらったグッズを見て我にかえる。

　　　　　　　　

中郷　　　（慌てて袖に向かって）これ、ありがとう！

　　　　　　　　　双葉は行ってしまって返事は無い。

中郷　　　　･･･ねえ、待って！私も行く！

　　　　　　　　　中郷、追いかけて去る。

　　　　　　　　　音楽。

　　　　　　　　　路上の面々。慌てふためき、ばたばたと一人ずつ駆け抜けていく。

　　　　　　　　　一人ずつぴたりと止まってモノローグ、走り去る。

辰野　　　小黒川のゲーム！ルールは簡単！（去る）

双葉　　　歩くだけ。だけど困った！（去る）

中郷　　　そりゃあ目的地までは遠いけど！（去る）

塩尻　　　困ったのは違う事！（去る） 

蒲田　　　問題は、距離じゃなかった！時間だった！（立ち止まる）

松原　　　夜の遠足、目の前には難関が！（立ち止まる）

　　　　　　　残りの四人、いっせいに現れる。

六人　　　中学生最大の難関、その名は、深夜徘徊！

　　　　　　　六人、ばっと各方向に散る。

次々現れる科学部員達。鼻をつまんで携帯（ポーズも可）をかける。

藤野　　　あーもしもし、近所のものじゃ。こんな夜遅く三丁目を子供達が歩いとる。見てやってくれんかのう。

　　　　　　　　六人、駆け込んで見回し、慌てて去っていく。

　　　　　　　　後を追う腕章を付けた補導員。

御坂　　　もしもしい？何かー、外でー、中学生が騒いでうるさいんですうー。夜中なんでーなんとかしてくださーい。

　　　　　　　　再び補導員に追われて逃げる六人。

白根　　　うちの子が、悪い仲間に連れて行かれて･･･助けてください、しくしくしく。

　　　　　　　トレンチコートの刑事に追いかけられる六人。

石川　　　てめーの店の前に生ゴミまいたのはワシらじゃあ！悔しかったら捕まえてみろや！はあ？こっちは六人おるんじゃ、アホンダラ！

　　　　　　　「ガラの悪い人」に追いかけられて逃げ去る六人。

　　　　　　　　やがて逃げ切り、中央に集まって来てぐったり座り込む六人。

音楽。フェードアウト。

松原　　　悪い事してないのに何でこんな目にあうのよう。

蒲田　　　深夜徘徊は補導の対象なんだ。

松原　　　そんなこと知ってるわよ、

中郷　　　信じられない、歩いてるだけなのに。

双葉　　　でも私たち、今りっぱな不良だよ。

塩尻　    不良っ？

辰野　　　歩いているだけなのに？

蒲田　　　バカみたいだな。

辰野　　　（吹き出して）つかまえる側のくせに。

蒲田　　　言うなよ。

双葉　　　こっから、どう行くの。

松原　　　えっと、番地はこのあたりで合ってる。

蒲田　　　じゃあ一軒ずつ表札見る？それとも、･･･あ、

　　　　　　　　蒲田、遠くに気付き、顔がこわばる。

辰野　　　どうした、

蒲田　　　子供が夜歩いちゃいけない本当の理由。･･･立って。

　　　　　　　　不安げに立ち上がる六人。

　　　　　　　　素行の悪そうな二人組が近づいてくる。

Ａ　　　　･･･ヒマ？ 

蒲田　　　え？

Ｂ　　　　コンビニ行きたいんだけど。

蒲田　　　行けば。

Ａ　　　　金。金かして。

蒲田　　　かせないよ。

Ａ　　　　あんだろ？

辰野　　　ねェっつってんだろ、消えろ。

Ａ　　　　（Ｂに顔を向ける）

Ｂ　　　　（無言でナイフを出す）

Ａ　　　　よく考えてよ。金、あんだろ。ね、かしてよ。

松原　　　いい加減にしなさい。そんな物見せても一円も出ないわよ。

Ａ　　　　うっせーな、出せよ。

松原　　　今すぐ立ち去りなさい。でないと警察呼ぶわよ。

　　　　　　　　Ｂ，松原の頭上からナイフを振り下ろし、切りつけるまね。

　　　　　　　　松原、悲鳴を上げてバッグで頭をガード、へたりこむ。

Ｂ　　　　（吹き出して）当たってねーよ。（とバッグに手を伸ばす）

蒲田　　　お前！

辰野　　　どけ！

　　　　　　　　　辰野、蒲田を押しのけてＢに突進。

辰野にナイフで切りつけようと手を振りかざすＢ。

辰野、その手をつかむ。

　　　　　　　　　Ａ、辰野をつかまえる。

辰野、Ｂの手を離せないまま必死でもがく。

双葉　　　辰野！．

　　　　　　　　　双葉、辰野を助けようとＡに飛びかかるが、はじかれる。

　　　　　　　　　もう一度向おうとする双葉。

中郷　　　ダメ！（双葉を引き戻す）

　　　　　　　　　松原、女子達の一番前面（不良寄り）に出て守る。

蒲田、松原からバックを取り上げ、Ａに向かう。

蒲田　　　辰野を離せ！

　　　　　　　　　バッグを振り回す蒲田。

　　　　　　　　　Ａ，一瞬手がゆるむ。辰野、Ａを突き飛ばす。転ぶＡ。

　　　　　　　　　蒲田、バッグを前面に突き出しＢをけん制。

蒲田　　　辰野。女子たちと松原先生を。こっちには来るな。

辰野　　　えっ。

蒲田　　　お前はこんな事にかかわるんじゃない。手を出す事は許さない。

辰野　　　蒲田、あんたじゃ無理だ！

蒲田　　　先生の言う事を聞け！

松原　　　行って！早く！

　　　　　　松原、辰野を双葉の方へ引っ張る。

　　　　　　塩尻は泣きながら腰が抜けている。

　　　　　　それを立たせようとしている中郷。

　

　　　　　

蒲田　　　大人は子供を守るのが義務なんだよ！

松原　　　分かったら誰か呼んで来て！振り向くんじゃないっ！

双葉　　　先生！

　　　　　　　　松原、辰野と双葉を袖に押しやる。

　　　　　　　　辰野、塩尻をかかえる中郷を先に出し、双葉を連れて消える。

　　　　　　　　蒲田、Ｂに詰め寄られ、バッグを前にかざしたまま後ずさる。

が、意を決してバッグを捨て、ナイフを持つＢの手首を両手で

つかみ、取り上げようとする。

Ａ、引き離そうと蒲田につかみかかる。

松原、Ａにしがみついて引っ張る。

松原　　　やめて！蒲田先生を離して！（バッグを拾い、Ａをたたき始める）バッグが欲しいなら持って行けばいいじゃない！こんなのあげるわ！これ持ってどっか行けーっ！

　　　　　　　　Ａ、蒲田を離して松原が突き出しているバッグを奪い取る。

　　　　　　　　同時に蒲田、Ｂからナイフをもぎ取る。

反動でよろけて離れるＢ。

　　　　　　　　ナイフを持った手を高く上げる蒲田。

　　　　　　　　Ｂ、ナイフを取り戻そうと近づき、手を伸ばす。

　　　　　　　　蒲田、Ｂに平手打ち。

　　　　　　　　Ｂ、驚いて蒲田をぽかんと見る。

蒲田　　　君はそんなに人殺しになりたいのか！

Ｂ　　　　･･････。

松原　　　蒲田先生。

　　　　　　　辰野、双葉、駆け込んでくる。

辰野　　　（袖に大声で）ここでーす！ここにいまーす！

双葉　　　（袖に大声で）おまわりさん、こっちー！

中郷　　　　早く来てー！

塩尻　　　　捕まえてくださーい！

　　　　　　Ａ、Ｂにあごで方向をしめし、二人で走り去る。

　　　　　　その場に座り込む蒲田。

　　　　　　蒲田と松原のもとにそれぞれ駆け寄る生徒たち。

辰野　　　（蒲田に）よかった、大丈夫か？

双葉　　　（松原に）今のはお芝居だよ。警察呼ぶより早いと思ったの。

　　　　　　　　呆然としていた蒲田、手の中のナイフに気付き、じっと見つめる。

蒲田　　　･･････新品だ。　

　　　　　　　　蒲田、立ち上がり、ＡとＢが逃げた袖に向かってナイフを叩き捨てる。

辰野　　　おい？

蒲田　　　大人は何やってんだ、何で子供にナイフを売るんだよ！もし僕を刺したら、あの子は一体どうなるんだ？子供は弱いんだ。ナイフが強いだけなんだ。

辰野　　　蒲田。

蒲田　　　･･･辰野、僕もあの子も弱い。強がり方を間違えて、相手を傷つける。

辰野　　　･･････。

双葉　　　松原先生、泣かないで。

松原　　　いいのよおー、いま大人じゃないから泣くうー。怖かったよおー！（と泣く）

双葉　　　よしよし、怖かったね、ありがとうね、バッグ残念だったね。

松原　　　中味空っぽだしバーゲンだからいいのおー。（と泣く）

塩尻　　　せんせえー（と泣きかける）

中郷　　　２人ともしっかりしてよ。

蒲田　　　松原先生。

松原　　　蒲田先生。（まだ少しべそをかいている）

蒲田　　　（手を見て）たたいちゃった。ダメだな。

松原　　　ムカついてじゃないでしょう？

蒲田　　　怖かったし夢中で、あんまり覚えてなくて。子供を怒るのは難しいです。

　　　　　　　　二人、ほほえみ合う。

と、声が聞こえてくる。

声　　　　ああ、無事だったかアー、家で待っとったが、騒ぎを知って慌ててこっちに来てな？怪我は無いか？いやあ、良かった良かった。

　　　　　　　現れる科学部員達。さっと隅に控える。

　　　　　　続いて胸をはって現れる子供。

　　　　　　　六人、子供を上から下まで見て、軽くため息。

双葉　　　（あきれて）ピンときちゃった。

塩尻・中郷　　ひょっとして。

辰野　　　多分正解だな。

松原　　　こんばんは。

蒲田　　　ご心配掛けまして･･････小黒川先生。

小黒川　　あらっ？わかっちゃった。シワあるかな。

松原　　　今年度で定年とは思えないほどピチピチなさってますよ。

小黒川　　いやあ、面白い位に引っかかっちゃったねェ。

蒲田　　　何故こんな事をなさったんですか。わざわざ教師を中学生に変えたりして。

松原　　　その上、子供達まで巻き込んで、みんなに長い距離歩かせて。お陰で私たち、

小黒川　　楽しかった？

二人　　　･･････え？

小黒川　　お友達になれた？同い年の、この子達と。

二人　　　（顔を見合わせる）

小黒川　　すまんねえ、道楽につき合わせて。でもこれはちょっとしたお願いのつもりでもあったんだよ。

辰野　　　お願い？

小黒川　　あのネ、私も定年だしさ。もう子供達に学校で教えなくなるから、今後は君らに頑張って欲しくてね。

辰野　　　僕らに。

小黒川　　だって、最近の先生たちってば、若いのにヨロイ着てるみたいで。あれ、自分を守れるけど、ダメだよ。動くの面倒だし、視野せまいし、外の声、聞こえないし。

辰野　　　小黒川先生。

小黒川　　忘れちゃうからさ、子供の頃の考え方って。大人は「甘い」の一言で楽に片付けちゃうから。甘いんじゃなくて、その世界での精一杯なのかもしれないのにね。

塩尻　　　もう一度振り向いてくれたら、ちゃんと言えるの。

中郷　　　分かってるふりだけはしないで。

双葉　　　どうしていいか分からなくて、どこにも行けない時があるの。何もしてないって思わないで欲しいの。

辰野　　　どの先生もつまんなそうに教える。そんなつまらない事なら知らなくていいって気持ちになる。だって俺が本当に知りたいのは別の事なんだ。それを教えてほしいんだ。

小黒川　　こうやって子供たちからも伝えて欲しくてね。

松原　　　･･･そっか、やっぱり大人の私たちには、言いにくかった？

辰野　　　伝わるはずないと思った。

藤野　　　伝わるよ。

石川　　　本当は、伝わる。

小黒川　　この子たちは嬉しい事言ってくれるねえ。私は新しい研究所をかまえる。どうか私がいなくても科学を追い続けてくれよ。納得いくまでな。

二人　　　はいっ。

小黒川　　蒲田先生、松原先生。くだらない事につき合わせて悪かったね。

蒲田　　　いいえ。

松原　　　ありがとうございました。

小黒川　　今日はみんな、つかれたろ、家に泊まっていきなさい。ああそうだ、先生たち、元に戻す薬を、（とポケットを探る）

蒲田　　　そういえば小黒川先生、なんで若くなったんです。

小黒川　　いや、折角だから。年がそろっちゃって、おもしろいじゃない。

双葉　　　じゃあ、決まり。先生ん家でこのまま皆で朝までおしゃべりしよう。十代の研究になるでしょ。

小黒川　　こんな年寄りともか？

双葉　　　同い年が何言ってんの。皆でお菓子食べて、おしゃべりして。テレビもつけっ放し。大人がくだらないっていう事をするの。どう？

中郷　　　建設的じゃないけど、悪くないわね。

塩尻　　　眠くなって寝ちゃったらごめんね。

辰野　　　俺、菓子があればいいや。

藤野・石川　　同じく。

松原　　　面白そう。何か久しぶり、こういうの！（蒲田に）ねっ。

蒲田　　　ぼ、僕は、そんな。いいよ。（と、あとずさる）

双葉　　　何でえー？遊ぼうよ。

中郷・塩尻　　（蒲田の背を押して元の場所まで戻す）

辰野　　　来いよ、混ざれって。

蒲田　　　･･･初めてだ、みんなが僕の事、こんな風に、

辰野　　　え？

蒲田　　　行こう！

　　　　　　　笑ってしゃべりながら小黒川を先頭に消えていく面々。

一番後に続く辰野・双葉・塩尻・中郷。蒲田を呼び止める。

辰野　　　先生。質問。

蒲田　　　どうぞ。

辰野　　　俺達もいつか大人になる。大人になったら、やっぱり忘れていくのかな。

双葉　　　今日笑った事、いまの気持ち、全部どっかいっちゃうのかな。

蒲田　　　･･･うん･･･。悲しいけど、大人って、そういうのを捨てなきゃいけない時があるんだ。

　　　　　　　　　蒲田、去る。

　　　　　　　　　立ち尽くす生徒たち。

　

　　　　　　　　　始業のベルが響く。

　　　　　　　　　教室。

　　　　　　　　　蒲田（大人）が入ってくる。

蒲田　　　･･･だけど、

　　　　　　　　　　　蒲田（少年）が現れて、そっと大人の横に立つ。

蒲田（二人）　　なくしたって、きっと取り戻す事ができる。

　　　　　　　　　　　蒲田に振り向く生徒たち。微笑み合う。

　　　　　　　　　　　音楽。

　　　　　　　　　　　蒲田、笑顔で姿勢を正し、息を大きく吸う。

蒲田（二人）　　では、授業を始めます！

　　　　　　　　　　　いつもの授業が始まる。

　　　　　　　　　　　しかし、ほんの少しだけ、何かが違っていた。

　　　　　　　　　　

暗転。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　ＥＮＤ　―







PAGE  
1

